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宮崎県環境森林部森林経営課



１ 宮崎県の現状

（１） 森林資源



（２） 宮崎県における民有人工林の齢級別面積構成

齢級

（Ｒ２．３月末）



（３） 宮崎県の素材生産量



（４） 宮崎県における民有林の再造林面積

面積(ha)



 第八次宮崎県森林・林業長期計画の目標

（令和3年度～12年度）

◆ 素材生産量：1,900千㎥／年

◆ 再造林面積：2,200ha／年

２ 森林資源量の将来予測

 対象区域

（１） 前提条件

◆ 民有人工林面積の85％相当を資源循環利用

地位級：「１又は２」＋地利級：500m未満 ＋ 傾斜４０度未満



 対象樹種等

◆ 対象樹種 ：スギ・ヒノキ

◆ 伐採対象齢級 ：８齢級以上

 立木伐採材積

（A）

（B)

（C)

770 千㎥ 1,830 千㎥

主伐 間伐 小計 主伐 間伐 小計

330 430 760 10 X Y 1,770 60

針葉樹
広葉樹

針葉樹

立木伐採材積　　　　

(製材用)素材生産目標値 １，９００千㎥

(B)＝(A)+輸出丸太

　　　　+ﾊﾞｲｵﾏｽ･ﾁｯﾌﾟ

年間総素材生産量

広葉樹

２，３００千㎥

２，６００千㎥

(C)≒(B）／0.9

※立木伐採材積

(利用率90%)

国有林 民有林

（A)/(B)/(C)より
スギ・ヒノキ分
主伐伐採材積 推計値：1,434千㎥



◆ 対象区域(85％)におけるスギ・ヒノキ資源量(8齢級以上)の減少速度比較

再造林８０％の達成が重要

（２） 予測の結果



（１）スギ苗木（コンテナ苗）生産量目標

第八次宮崎県森林・林業長期計画

３ 再造林推進に向けた苗木確保の取組



（２）苗木安定確保対策

①品種の明確な優良穂木の確保

・県営採穂園の造成・管理（R3:ｴﾘｰﾄﾂﾘｰ等の採穂園整備）

・自家採穂園の造成、品種の明確化（DNA解析）の支援

・ｺﾝﾃﾅ苗生産新規参入者に対する穂木確保の支援

穂木採取費用（９円／本）の支援

令和元年度実績：１５事業者 640,000本

【穂木採取の担い手確保事例】
森林組合の作業班員が山林から穂木の採取を
行い、苗木生産者へ育苗を委託し、露地苗及
びコンテナ苗生産用の稚苗として森林組合に
出荷している



②人材の育成・生産技術の向上

・苗木生産技術講習会の開催（年４回）

・苗木生産指導員（２名）の配置

・ｺﾝﾃﾅ苗生産新規参入者に対する試験的生産の支援

コンテナ苗生産人件費（40円／本）の支援

令和元年度実績：７事業体 89,000本

【苗木生産の担い手確保事例（林福連携）】
コンテナ苗木生産の一部を 障がい者就労支援
事業所の利用者が行うことにより、林業労働力
不足の解消と障がい者の雇用の場の創出に繋げ
ている



③生産基盤の整備

・コンテナ苗生産施設整備支援

（育苗ハウス、散水装置、コンテナ容器、培地、肥料

遮光ネット、動力噴霧器等）

生産目標 ５万本／年以上：国庫補助事業の活用

生産目標 １万本／年以上：県森林環境税基金使途事業

の活用

・露地苗生産機材導入支援：県森林環境税基金使途事業

の活用

（堀取り機、根切り機、管理機、耕運機、散水装置、

遮光ネット、防草シート等）



ＤＮＡ解析大量判別システムの導入
（県林業技術センター）

② 分光光度計 ③ サーマルサイクラー① ＤＮＡ自動分離装置 ④ ＤＮＡシーケンサー

※ＤＮＡを自動で抽出する ※ＤＮＡの濃度・純度

を測定する
※目的とするＤＮＡ断片

をPCR増幅する
※ＤＮＡ断片を解析する



MEMO


